
301

第
13
章　
「
戦
後
の
象
徴
」
と
し
て
の
憲
法
９
条 

　
　
　
　
　

―
―
戦
後
日
本
の
「
理
念
」
と
「
現
実
」

河
上　

暁
弘

１　
「
戦
後
」
の
〈
理
念
〉
と
〈
現
実
〉
の
区
別

　

―
―「
戦
後
の
『
理
念
』
に
賭
け
な
が
ら
、
戦
後
日
本
の
『
現
実
』
に
ほ
と
ん
ど
一
貫
し
て
違
和
感

を
覚
え
て
き
た
…
…
む
し
ろ
た
ず
ね
た
い
の
は
私
は
根
本
的
に
時
代
を
表
現
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
反
時
代
的
な
の
か
と
い
う
事
な
の
だ
」（
丸
山
眞
男
［
丸
山 1998a: 246

］）

　

日
本
に
お
い
て
、「
戦
後
」
と
は
何
か
？　
「
戦
後
民
主
主
義
」「
戦
後
憲
法
」「
戦
後
政
治
」「
戦
後
レ
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ジ
ー
ム
」
と
は
何
か
？　

そ
れ
ら
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
限
界
や
課
題
が
あ

る
も
の
な
の
か
？　

そ
れ
は
現
在
や
将
来
に
お
い
て
も
守
る
べ
き
価
値
が
あ
る
の
か
？　

そ
も
そ
も
そ
れ

ら
は
今
も
継
続
し
て
い
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
す
で
に
終
焉
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
？

　
「
戦
後
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
も
な
お
多
く
の
関
心
が
払
わ
れ
、
多
く
の
議
論
を
惹
起
し
て
い
る
。「
戦

後
」
と
は
、
た
だ
単
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
終
結
後
の
時
期
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
そ
れ
な

り
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

日
本
の
「
戦
後
」
は
、
一
方
で
、（
日
本
の
最
終
的
な
政
治
形
態
が
「
日
本
国
民
の
自
由
に
表
明
さ
れ
る
意
思
」
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
）
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て
起
き
た
「
法
学
的
意
味
の
革
命
（
八

月
革
命
）」（
宮
澤
俊
義
）、
さ
ら
に
は
連
合
国
の
占
領
下
に
お
け
る
民
主
主
義
改
革
と
い
う
「
外
か
ら
」「
上

か
ら
」
の
改
革
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
に
お
い
て
は
、
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
第
一
〇
項
が
「
日
本
国
国
民
の
間
に
於
け
る
民
主
主
義
的
傾
向
の
復
活
強
化
」
と
も
表
現
し
た

よ
う
に
、
思
想
と
し
て
も
自
由
主
義
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
ま
で
の
近
現
代
思
想
は
既
知
の
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
明
治
自
由
民
権
運
動
や
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
等
の
民
衆
の
社
会
運
動
（
農
民
運
動
、
女
性
運
動
、
労
働

運
動
な
ど
）
の
蓄
積
も
持
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
「
内
か
ら
」「
下
か
ら
」
の
経
験
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、「
外

か
ら
」
の
改
革
圧
力
と
合
流
し
て
、
戦
後
民
主
主
義
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
を
し
た
い
と
考
え
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て
い
る
（
丸
山 1998-b: 4-7

）。
丸
山
眞
男
は
、「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」（
初
出
『
世
界
』
一
九
四
六
年

五
月
号
）
の
末
尾
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
日
本
軍
国
主
義
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
八
・
一
五
の
日
は
ま
た
同
時
に
、
超
国
家
主
義
の
全
体
系
の

基
盤
た
る
国
体
が
そ
の
絶
対
性
を
喪
失
し
今
や
始
め
て
自
由
な
る
主
体
と
な
っ
た
日
本
国
民
に
そ
の

運
命
を
委
ね
た
日
で
も
あ
っ
た
」（
丸
山 1964: 28

）

　

民
主
主
義
が
確
立
す
る
に
は
、
自
立
し
た
主
体
と
し
て
の
市
民
（citoyen

）
の
存
在
が
不
可
欠
だ
が
、
ま

さ
に
、「
８
・
15
」
は
そ
う
し
た
主
体
が
日
本
の
歴
史
上
は
じ
め
て
公
式
に
登
場
す
る
契
機
と
な
る
日
で

あ
っ
た
と
解
し
た
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
私
が
本
稿
で
日
本
の
「
戦
後
」
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
決
定

的
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
冒
頭
の
丸
山
の
言
葉
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
戦
後
の
〈
理
念
〉
を
語
る

の
か
、〈
現
実
〉
を
語
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
区
別
は
き
わ
め
て
重
要
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
本
稿
が
考
察
対
象
と
す
る
日
本
国
憲
法
第
９
条
は
、
戦
後
の
理
念
に
も
、
現
実
に
も
、
双
方

の
あ
り
方
に
重
要
な
影
響
を
与
え
、
か
つ
そ
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
き
た
面
が
あ
る
。
９
条
は
「
戦
後
」
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な
る
も
の
の
理
念
も
現
実
も
表
象
す
る
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と
を
本
稿
で
は
、「
戦
後
の
象

徴
」
と
し
て
と
ら
え
た
い
と
思
う
。

２　

戦
前
と
戦
後
の
連
続
性
と
断
絶
性

戦
前
・
戦
後
の
理
念
の
断
絶

　

戦
前
の
日
本
で
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
下
、
天
皇
主
権
、
軍
国
主
義
、
国
家
神
道
に
彩
ら
れ
た
支
配

体
制
が
強
固
に
成
立
し
て
い
た
が
、
こ
の
三
つ
の
も
の
か
ら
の
解
放
・
脱
却
を
保
障
す
る
の
が
「
戦
後
体

制
」・「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
立
に
よ
り
、
天
皇
主
権
か
ら
国
民

主
権
へ
（
前
文
・
１
条
）、
軍
国
主
義
か
ら
平
和
主
義
へ
（
前
文
・
９
条
）、
そ
し
て
国
家
神
道
か
ら
政
教
分
離

へ
（
20
条
）
と
い
う
よ
う
に
、
祭
教
一
致
の
軍
事
帝
国
の
解
体
、
日
本
社
会
の
タ
ブ
ー
か
ら
の
解
放
を
促

し
、
個
人
の
尊
重
（
13
条
）
と
表
現
の
自
由
・「
批
判
の
自
由
」（
21
条
）
を
生
命
線
と
す
る
本
格
的
な
立
憲

主
義
体
制
を
日
本
に
も
成
立
さ
せ
た
（
樋
口 1994: 120-121

）。
こ
の
意
味
で
、
戦
前
と
戦
後
の
理
念
に
は
大

き
な
断
絶
性
が
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
日
本
国
憲
法
に
は
、
基
本
的
人
権
（
市
民
的
自
由
と
福
祉
国
家
的
規
定
）、
国
民
主
権
（
民
主
主
義
）、

平
和
主
義
、
権
力
分
立
、
議
会
制
民
主
主
義
（
議
院
内
閣
制
）、
司
法
権
の
独
立
、
違
憲
審
査
制
、
地
方
自
治
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な
ど
の
諸
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
抽
象
的
な
理
想
・
人
類
的
な
理
想
を
実
現
し
よ
う
と

し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
明
治
憲
法
下
で
起
き
た
失
敗
（
軍
国
主
義
、
統
帥
権
の
独
立
、
治
安
維
持
法
・
特

高
警
察
に
よ
る
自
由
の
抑
圧
、
検
閲
に
よ
る
表
現
の
自
由
の
弾
圧
、
半
封
建
的
な
寄
生
地
主
制
度
な
ど
が
も
た
ら
す
貧
困
等
）

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
「
ご
く
切
実
な
現
実
の
要
請
」
か
ら
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
に
も
格
別
の
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
（
渡
辺 2016: 123

）。

「
戦
前
」
な
る
も
の
の
実
態
面
の
連
続

　

し
か
し
、
戦
後
の
「
現
実
」
を
見
る
な
ら
ば
、
一
九
四
五
年
を
境
に
日
本
は
ま
っ
た
く
別
の
国
に
な
っ

た
と
ま
で
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
天
皇
制
が
、「
神
権
的
天
皇
制
」
か
ら
「
象
徴
天
皇
制
」
へ

と
根
本
的
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
原
理
的
な
転
換
を
見
せ
つ
つ
も
、
そ
れ
が
存
続
し
た
こ
と
が
そ
の
典
型
で

あ
る
が
、
行
政
官
僚
機
構
、
司
法
機
構
、
経
済
構
造
等
に
お
い
て
も
、
戦
前
と
戦
後
の
実
態
に
お
け
る
連

続
性
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

　

戦
前
の
日
本
に
お
い
て
は
、
大
日
本
「
帝
国
」
と
軍
国
日
本
の
形
成
に
際
し
て
、「
臣
民
」・「
公
民
」
形

成
の
た
め
の
教
育
が
、
大
日
本
帝
国
憲
法
・
教
育
勅
語
・
軍
人
勅
諭
の
三
本
柱
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
「
帝
国
憲
法
・
教
育
勅
語
体
制
」
の
下
で
、
統
治
権
の
総
覧
者
、
統
帥
権
の
保
持
者
と
し
て
、
政
治
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権
力
の
王
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
に
基
づ
く
道
徳
の
大
本
を
指
し
示
す
精
神
的
価
値
の

体
現
者
で
も
あ
っ
た
「
天
皇
」
を
中
心
と
し
た
国
家
（
天
皇
制
国
家
）
を
支
え
る
成
員
た
る
「
善
良
な
る
臣

民
」
の
形
成
が
教
育
目
的
と
さ
れ
た
（
堀
尾 1991: 224

）。
そ
れ
を
戦
後
に
お
い
て
転
換
さ
せ
る
も
の
が
、
日

本
国
憲
法
で
あ
り
、
教
育
基
本
法
（
一
九
四
七
年
制
定
）
で
あ
る
。

　

戦
後
日
本
を
ふ
り
か
え
る
と
、
戦
後
初
期
に
目
指
さ
れ
た
憲
法
の
理
念
は
、
戦
後
を
通
し
て
文
字
通
り

実
行
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
反
対
に
、「
逆
コ
ー
ス
」
と
も
言
わ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
の

政
治
変
革
な
ど
も
経
て
、
た
と
え
ば
、
教
育
に
関
し
て
は
、
教
育
委
員
の
公
選
制
の
廃
止
、
教
師
の
勤
務

評
定
、
学
習
指
導
要
領
の
法
的
拘
束
化
、
行
政
に
よ
る
教
科
書
検
定
強
化
な
ど
教
育
へ
の
国
家
介
入
（「
国

家
の
復
権
」［
堀
尾 1994: 397
］）
が
進
み
、
平
和
に
関
す
る
側
面
で
は
、
再
軍
備
・
軍
拡
、
米
軍
基
地
の
維

持
、
米
国
の
戦
争
へ
の
協
力
、
日
米
同
盟
強
化
の
方
向
へ
と
進
ん
で
き
た
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。
戦

前
の
「
国
権
」
優
位
の
体
制
が
戦
後
に
お
い
て
完
全
に
転
換
し
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
戦
前
・

戦
後
の
「
現
実
」
面
で
の
連
続
性
が
見
ら
れ
る
（「
保
守
的
な
る
も
の
」
の
連
続
）。

「
民
権
」
思
想
の
地
下
水
的
継
承

　

し
か
し
、
戦
後
の
理
念
な
い
し
日
本
国
憲
法
の
理
念
で
あ
る
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
の
理
念
は
、
戦
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前
か
ら
の
蓄
積
も
あ
り
、
戦
後
、
占
領
下
に
お
い
て
米
国
に
よ
っ
て
専
ら
「
押
し
つ
け
ら
れ
た
」
も
の
と

い
う
理
解
は
浅
薄
で
あ
ろ
う
。
戦
前
か
ら
日
本
の
民
衆
や
知
識
人
た
ち
の
中
に
あ
っ
た
「
民
権
」
の
伝
統
・

経
験
を
「
復
活
」
し
「
強
化
」
し
た
も
の
と
と
ら
え
た
い
。

　

戦
前
の
日
本
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
平
和
思
想
に
つ
い
て
も
、 （
一
）
自
由
民
主
主
義
的
平
和
思
想

（
中
江
兆
民
、
植
木
枝
盛
、
石
橋
湛
山
な
ど
）、（
二
）
キ
リ
ス
ト
教
的
平
和
思
想
（
内
村
鑑
三
、
安
部
磯
雄
、
木
下
尚

江
、
矢
内
原
忠
雄
な
ど
）、（
三
）
庶
民
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
平
和
思
想
（
田
中
正
造
、
与
謝
野
晶
子
な
ど
）、（
四
）

社
会
主
義
的
平
和
思
想
（
幸
徳
秋
水
、
片
山
潜
な
ど
）
の
よ
う
な
四
つ
の
思
潮
に
大
別
し
う
る
蓄
積
が
あ
り
（
深

瀬1987: 93-112

）、
こ
う
し
た
非
戦
・
平
和
思
想
が
（
明
治
国
家
の
弾
圧
の
結
果
、
地
下
水
的
で
あ
っ
た
に
せ
よ
）
戦

後
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
と
言
い
う
る
。

　

ま
た
、
戦
後
の
憲
法
制
定
時
に
、（
明
治
自
由
民
権
運
動
・
憲
法
史
研
究
者
で
あ
っ
た
）
鈴
木
安
蔵
な
ど
を
中
心

メ
ン
バ
ー
と
し
た
憲
法
研
究
会
が
、
自
由
民
権
運
動
時
代
の
憲
法
構
想
（
植
木
枝
盛
「
東
洋
大
日
本
国
国
憲
按
」

等
）
を
参
照
し
つ
つ
、
一
九
四
五
年
の
一
二
月
に
「
憲
法
草
案
要
綱
」
を
発
表
し
、
そ
れ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
草

案
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
て
も
、
日
本
国
憲
法
は
、
少
な
く
と
も
内
容
に

関
し
て
言
え
ば
、
明
治
自
由
民
権
運
動
以
来
の
日
本
の
民
衆
の
内
発
的
な
自
由
、
民
権
、
平
和
、
自
治
の

思
想
が
入
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
民
権
思
想
の
連
続
性
・
継
承
性
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
戦
前
と
戦
後
は
、〈
理
念
〉
の
断
絶
、〈
実
態
〉
面
の
連
続
、「
民
権
」
思
想
の
継
承
が
見

ら
れ
、
今
後
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
と
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

３　

戦
後
の
「
理
念
」
と
し
て
の
憲
法
９
条
と
「
現
実
」
を
方
向
づ
け
た
憲
法
９
条

憲
法
前
文
・
９
条
の
理
念

　

日
本
国
憲
法
は
、
前
文
に
、
平
和
的
生
存
権
の
規
定
を
置
き
、
ま
た
第
九
条
に
お
い
て
、
戦
争
放
棄
、

戦
力
不
保
持
、
交
戦
権
の
否
認
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
項
は
、「
法
に
よ
る
平
和
」
の
実
現
方
法

を
示
し
た
規
定
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
目
的
原
理
と
し
て
、
平
和
的
生
存
権
と
い
う
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
手
段
原
理
と
し
て
、
法
に
よ
る
戦
争
に
関
す
る
国
家
権
力
の
制
限
・
放

棄
を
徹
底
化
さ
せ
た
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
・
交
戦
権
の
否
認
が
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

憲
法
で
は
、
①
非
戦
平
和
主
義
（
対
外
的
な
戦
争
・
武
力
行
使
を
し
な
い
）、
②
非
武
装
平
和
主
義
・
非
軍
事

平
和
主
義
（
軍
事
力
の
保
有
・
増
強
・
使
用
に
よ
っ
て
安
全
を
保
障
し
紛
争
を
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
）、
③
人
権
と
し

て
の
平
和
（
平
和
的
生
存
権
）
の
保
障
と
い
う
三
重
構
造
に
わ
た
る
平
和
保
障
を
理
念
と
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
（
河
上 2012

）。

　

そ
し
て
、
こ
の
平
和
主
義
は
、
日
本
の
戦
争
遂
行
や
軍
事
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
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く
、
戦
争
や
軍
隊
の
必
要
が
な
く
な
る
よ
う
な
国
際
社
会
を
先
頭
に
立
っ
て
築
い
て
行
く
と
い
う
理
想
を

掲
げ
た
も
の
と
解
し
た
い
。
こ
う
し
た
理
念
は
、
現
時
点
で
「
未
完
」
に
終
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
憲

法
規
定
が
存
在
す
る
限
り
、
そ
の
理
念
が
現
実
を
「
方
向
づ
け
る
」
と
い
う
規
範
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
こ
こ
で
は
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

憲
法
９
条
を
め
ぐ
る
「
現
実
」
の
光
と
影

　

し
か
し
、
戦
後
日
本
で
は
、
憲
法
９
条
が
掲
げ
る
非
戦
・
非
武
装
条
項
は
、
文
字
通
り
は
実
行
さ
れ
ず
、

反
対
に
、
再
軍
備
、
米
軍
基
地
の
維
持
、
米
国
の
戦
争
へ
の
協
力
、
日
米
同
盟
強
化
の
方
向
へ
と
進
み
、

ま
た
憲
法
改
正
も
し
ば
し
ば
提
案
さ
れ
て
も
き
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
の
平
和
運
動
は
、
こ
う
し
た
動
き

に
対
抗
す
る
必
要
も
あ
っ
て
か
、
憲
法
９
条
を
護
る
こ
と
を
主
張
し
、
憲
法
改
正
の
阻
止
を
訴
え
て
き
た
。

こ
の
約
七
〇
年
間
、
日
本
国
憲
法
は
、
二
つ
の
異
な
る
評
価
（「
平
和
憲
法
」
と
「
押
し
つ
け
憲
法
」）
の
中
で

複
雑
に
揺
れ
動
き
な
が
ら
生
き
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
憲
法
を
自
ら
の
正
統
性
の
源
泉
と
す
べ
き

は
ず
の
為
政
者
た
ち
か
ら
は
基
本
的
に
敵
視
な
い
し
軽
視
さ
れ
、
現
在
の
統
治
構
造
を
批
判
す
る
人
々
を

も
含
む
多
く
の
民
衆
か
ら
は
そ
の
原
理
を
基
本
的
に
支
持
さ
れ
る
と
い
う
「
定
着
」
と
「
空
洞
」
の
特
殊

で
複
雑
な
そ
し
て
重
層
的
な
構
造
の
中
に
身
を
委
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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ふ
り
か
え
る
と
、
戦
後
日
本
は
、
大
日
本
帝
国
の
負
の
遺
産
を
自
覚
的
・
主
体
的
に
克
服
す
る
努
力
を

怠
っ
た
ま
ま
、
あ
る
意
味
で
戦
前
・
戦
後
の
連
続
性
を
維
持
し
た
ま
ま
、「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」

に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に
「
復
帰
」
し
、
か
つ
て
侵
略
・
植
民
地
支
配
を
し
た
ア
ジ
ア
諸

国
の
民
衆
と
十
分
に
向
き
合
わ
ず
、
ま
た
沖
縄
の
軍
事
化
・
基
地
化
を
前
提
と
し
た
「
平
和
」
を
享
受
し

て
き
た
と
い
う
側
面
を
持
つ
（
君
島 2015

）。

　

今
日
、
こ
う
し
た
戦
後
日
本
の
「
平
和
」
の
持
つ
弱
点
を
い
か
に
考
え
る
か
が
問
わ
れ
て
い
よ
う
。
こ

の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
ア
ジ
ア
（
植
民
地
支
配
・
戦
争
責
任
・
戦
後
補
償
問
題
）
や
沖
縄
（
米
軍
基
地

問
題
）
へ
の
加
害
や
犠
牲
を
正
面
か
ら
直
視
し
た
上
で
、
今
な
お
そ
れ
ら
と
十
分
に
向
き
合
う
こ
と
な
く

済
ま
せ
て
き
て
い
る
日
本
の
「
国
内
政
治
体
制
」
の
過
去
お
よ
び
現
在
の
あ
り
方
を
鋭
く
問
う
必
要
が
あ

ろ
う
（
古
川 1997: 102

、
以
下
、
古
関 2013: 333

）。

　

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
不
十
分
な
点
な
り
課
題
な
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
方
で
、
戦
後
、
日
本
が
、

憲
法
（
特
に
前
文
・
９
条
）
の
厳
し
い
制
約
と
そ
れ
を
支
持
す
る
多
く
の
国
民
の
声
や
様
々
な
社
会
運
動
、
あ

る
い
は
国
際
社
会
の
声
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
、
と
も
か
く
も
対
外
的
な
戦
争
・
武
力
行
使
を
行
わ
な

い
で
来
た
こ
と
は
、
そ
れ
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

山
内
敏
弘
は
、
戦
後
憲
法
の
平
和
主
義
が
果
た
し
て
き
た
積
極
的
役
割
と
し
て
、
①
平
和
の
維
持
の
役
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割
、
②
自
由
と
民
主
主
義
の
た
め
の
役
割
、
③
経
済
的
発
展
の
た
め
の
役
割
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
（
山

内 1999: 76-79

）。
①
の
平
和
の
維
持
の
役
割
と
は
、
日
本
が
ま
が
り
な
り
に
も
対
外
的
な
戦
争
・
武
力
行

使
を
行
わ
ず
、
結
果
的
に
日
本
や
ア
ジ
ア
の
平
和
の
維
持
に
も
一
定
程
度
貢
献
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
日
本
が
戦
争
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
「
日
米
安
保
条
約
」
の
お
か
げ
と
す
る
議
論

も
あ
る
が
、
も
し
安
保
条
約
の
み
が
あ
り
平
和
憲
法
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
、
朝
鮮
戦
争
・
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
・
湾
岸
戦
争
に
米
国
の
要
請
に
従
っ
て
参
戦
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
逆
に
平
和
憲
法
が
あ
り
安
保
条

約
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
ソ
連
な
ど
他
国
か
ら
確
実
に
攻
撃
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
証
拠
は
な
ん
ら

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
（
ソ
連
が
冷
戦
下
に
お
い
て
日
本
に
非
友
好
的
な
態
度
を
示
し
て
き
た
の
は
日
本
に
米
軍

基
地
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
平
和
憲
法
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
②
の
自
由
と
民
主

主
義
の
た
め
の
役
割
と
し
て
、
憲
法
９
条
の
存
在
が
「
日
本
社
会
に
お
け
る
批
判
の
自
由
を
下
支
え
す
る
」

積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
樋
口
陽
一
の
「
自
由
の
問
題
と
し
て
の
憲
法
９
条
」

論
（
樋
口 1994

）
を
参
照
し
つ
つ
、
具
体
例
と
し
て
、
政
府
の
徴
兵
制
違
憲
論
の
採
用
、
一
九
八
〇
年
代
の

国
家
機
密
保
護
法
制
定
断
念
、（「
三
矢
研
究
」
な
ど
を
除
い
て
）
議
会
制
民
主
主
義
へ
の
自
衛
隊
の
不
当
な
影

響
力
行
使
が
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
③
の
経
済
的
発
展
の
た
め
の
役
割

と
し
て
、
軍
事
費
支
出
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
の
相
対
的
な
低
さ
が
戦
後
日
本
に
お
け
る
経
済
発
展
に
重
要
な
役
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割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
杉
原
泰
雄
（
杉
原 1987

）
な
ど
の
議
論
を
紹
介
し
、「
安
保
繁
栄
論
」

に
対
し
て
も
、
米
国
と
の
密
接
な
関
係
は
安
保
条
約
が
な
け
れ
ば
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え

ず
、
ま
た
軍
事
関
係
と
経
済
取
引
が
必
ず
し
も
単
純
に
結
び
つ
く
も
の
で
な
い
こ
と
も
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
の

事
例
を
あ
げ
つ
つ
）
指
摘
し
て
い
る
（
他
方
で
、
経
済
成
長
を
無
条
件
で
良
し
と
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
南
北
問
題

や
地
球
環
境
問
題
等
を
例
に
あ
げ
て
言
及
し
て
い
る
）。

　

こ
の
よ
う
な
「
光
」
と
「
影
」
の
双
方
の
側
面
を
適
切
に
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

憲
法
の
「
空
洞
化
」
と
「
定
着
」

　

と
こ
ろ
で
、
戦
後
日
本
の
憲
法
史
は
、
憲
法
の
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
と
い
っ
た
理
念
が
た
だ
一
方

的
に
「
空
洞
化
」
し
て
き
た
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
都
度
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
力
関
係

（
①
国
際
的
力
関
係
、
②
国
内
の
権
力
状
況
、
③
対
抗
勢
力
関
係
）
に
よ
っ
て
、
憲
法
の
あ
り
方
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
戦
後
日
本
の
国
際
的
力
関
係
と
し
て
、
最
も
重
要
な
ア
ク
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
（
ワ
シ
ン
ト
ン
政
府
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
国
際
社
会
（
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
）
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
②
国

内
の
権
力
状
況
と
し
て
、
保
守
支
配
層
の
憲
法
認
識
が
憲
法
運
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
が
、
そ

れ
と
並
ん
で
、
③
対
抗
勢
力
関
係
と
し
て
、
国
民
の
憲
法
意
識
（
厭
戦
感
情
・
現
状
維
持
・
生
活
保
守
）、
平
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和
・
護
憲
・
戦
後
民
主
主
義
運
動
、
労
働
運
動
、
市
民
運
動
な
ど
が
、
憲
法
を
め
ぐ
る
「
現
実
」
に
重
要

な
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
う
（
小
林 1963

）。

　

今
日
、「
憲
法
と
現
実
の
乖
離
」
と
い
う
側
面
が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
小
林
直
樹
も
適
切
に
指
摘
す
る
と
お
り
、
そ
も
そ
も
実
定
法
に
お
い
て
は
、「
規
範
と
事
実
の
間
に
一

定
の
隔
張
関
係
が
存
在
す
る
」
の
は
「
本
質
的
現
象
」
で
あ
り
、「
法
規
範
と
社
会
的
事
実
の
間
に
は
、
相

互
に
矛
盾
し
な
が
ら
・
同
時
に
引
っ
張
り
合
う
と
い
う
、
特
殊
な
緊
張
関
係
が
保
た
れ
て
い
る
」
こ
と
は

「
法
の
常
態
」
で
あ
る
か
ら
、「
実
定
法
は
つ
ね
に
、
規
範
と
事
実
の
弁
証
的
な
動
態
と
し
て
の
み
成
り
立
っ

て
い
る
」（
小
林 1963: 3
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
総
論
的
に
は
、「《
政
治
の
子
》
と
し
て
の
憲
法
の
機
能
・

変
動
・
実
現
の
ど
の
過
程
も
、
政
治
的
な
力
関
係
と
密
接
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
力
関
係
に
よ
っ

て
、
憲
法
の
動
態
の
主
要
方
向
が
決
定
さ
れ
る
。
憲
法
秩
序
は
、
歴
史
的
な
政
治
状
況
に
参
与
す
る
諸
力

の
相
関
や
相
反
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
動ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク的

な
生
き
た
連
関
と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
日

本
国
憲
法
の
動
態
も
、
戦
後
の
政
治
＝
社
会
的
な
力
関
係
の
・
時
々
の
総
和
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
特
徴

づ
け
ら
れ
て
い
る
」（
小
林 1963: 9

）、
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
戦
後
日
本
の
憲
法
運
用
の
実
態
を
見
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
、
渡
辺
治
は
、
戦
後
の
「
憲
法
の

歴
史
は
、
ア
メ
リ
カ
の
改
憲
圧
力
、
そ
れ
を
受
け
な
が
ら
独
自
の
思
惑
を
持
っ
た
保
守
支
配
層
に
よ
る
改
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変
の
企
図
」
と
「
革
新
政
党
や
労
働
組
合
、
市
民
、
知
識
人
に
よ
る
擁
護
の
運
動
の
対
抗
」
と
い
っ
た
「
改

憲
を
め
ぐ
る
攻
防
の
歴
史
」
で
あ
る
と
し
つ
つ
、「
時
の
政
権
は
制
定
直
後
の
わ
ず
か
な
時
期
を
除
い
て
憲

法
が
目
指
し
た
構
想
を
ま
と
も
に
実
現
す
る
努
力
を
な
し
た
こ
と
が
な
い
ば
か
り
か
、
何
度
か
は
本
気
で

そ
の
改
正
に
挑
戦
し
た
し
、
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
場
合
で
も
、
そ
の
歪
曲
・
縮
小
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
た

め
憲
法
の
構
想
は
一
度
た
り
と
も
十
全
な
実
現
を
み
な
い
ま
ま
に
当
初
の
構
想
を
縮
減
・
変
質
さ
せ
ら
れ

た
」
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
国
民
の
運
動
に
よ
り
、
憲
法
典
の
改
変
が
阻
ま
れ
た
こ
と
」
で
、
憲

法
は
「
定
着
」
を
み
せ
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
国
民
は
、
憲
法
擁
護
の
側
に
立
つ
こ
と
で
憲
法
を
選
び
な

お
し
憲
法
を
作
り
上
げ
て
き
た
」
と
し
て
、
現
在
の
国
民
が
享
受
し
て
い
る
「
憲
法
の
現
実
は
、
こ
う
し

た
保
守
政
権
と
国
民
の
側
と
の
攻
防
の
中
で
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
の
上
で
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」、

と
指
摘
し
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
ろ
う
（
渡
辺 2016: 118-119

）。

４　

戦
後
の
「
現
実
」
を
形
成
し
て
き
た
憲
法
９
条

　

憲
法
９
条
の
非
戦
・
非
軍
事
平
和
主
義
は
、
文
字
通
り
実
行
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
憲
法
規
定
が
持
つ
「
制
約
」
が
日
本
の
軍
事
化
に
大
き
な
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
き
た
こ
と
も
一
面
の

事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
憲
法
を
受
け
身
で
受
け
入
れ
た
日
本
社
会
は
、
憲
法
が
権
力
の
行
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使
に
と
っ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
邪
魔
に
な
る
と
い
う
緊
張
関
係
を
つ
く
り
出
し
、
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
わ
ば
そ
の
基
本
法
を
確
認
し
直
し
て
き
た
」（
樋
口 2013: 72-73

）。
ま
さ
に
、
憲
法
９
条
が
日
本
の

「
現
実
」
を
縛
り
、
方
向
づ
け
た
と
言
え
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
規
範
力
を
９
条
が
持
っ
た
の
は
、
そ
の
憲
法
条
文
が
た
だ
存
在
し
た
か
ら
と
言

う
だ
け
で
は
な
い
。
①
憲
法
理
論
形
成
を
担
っ
た
憲
法
研
究
者
た
ち
、
②
世
論
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
社
会
運
動
、
③
運
動
や
世
論
の
影
響
を
受
け
て
「
小
国
主
義
」
的
な
憲
法
運
用
を
行
っ
た
権
力
担
当

者
た
ち
な
ど
が
戦
後
憲
法
９
条
を
め
ぐ
る
「
現
実
」
を
不
断
に
形
成
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

憲
法
研
究
者
た
ち
に
よ
る
平
和
憲
法
「
理
論
」
の
形
成
と
影
響

　

憲
法
９
条
を
文
字
通
り
の
非
戦
・
非
武
装
平
和
主
義
と
し
て
受
け
取
り
、
そ
う
し
た
理
念
を
擁
護
す
る

立
場
か
ら
憲
法
理
論
を
築
き
上
げ
て
き
た
憲
法
研
究
者
た
ち
に
よ
る
「
戦
後
憲
法
学
」
理
論
の
存
在
が
重

要
で
あ
る
。「
戦
後
憲
法
学
」
は
、
戦
争
や
人
権
弾
圧
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
戦
前
の
学
問
研
究
の
あ
り
方

へ
の
真
摯
な
反
省
に
立
ち
、
他
の
社
会
科
学
研
究
者
と
も
共
同
し
て
、
日
本
国
憲
法
の
画
期
的
な
平
和
主

義
等
の
憲
法
原
理
の
理
論
的
・
歴
史
的
解
明
、
政
府
・
与
党
も
主
導
す
る
復
古
的
な
改
憲
論
へ
の
対
抗
・

批
判
、
改
憲
情
勢
の
分
析
・
批
判
な
ど
を
行
い
、
ま
た
、
自
衛
隊
違
憲
論
と
平
和
主
義
擁
護
の
立
場
に
立
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つ
憲
法
解
釈
理
論
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
こ
う
し
た
理
論
は
、
自
衛
隊
違
憲
訴
訟
や
人
権
関
連
裁
判
な
ど

の
憲
法
訴
訟
に
お
い
て
、
多
く
の
弁
護
士
た
ち
の
弁
論
と
も
一
体
と
な
り
、
社
会
的
に
も
政
治
的
に
も
影

響
を
与
え
て
き
た
（
渡
辺 2017: 96-98

）。

憲
法
９
条
擁
護
の
運
動
と
世
論

　

ま
た
、
こ
う
し
た
理
論
は
、
日
本
の
平
和
・
民
主
主
義
・
護
憲
運
動
な
ど
に
も
大
き
な
理
論
的
影
響
を

与
え
た
。
そ
し
て
、
逆
に
、
社
会
運
動
が
大
き
な
し
か
も
持
続
的
な
影
響
を
、
学
説
、
判
例
、
政
治
に
お

け
る
憲
法
運
用
等
に
与
え
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
成
立
を
経

て
、
独
立
を
達
成
し
た
日
本
に
お
い
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
台
頭
し
た
「
復
古
的
」「
戦
前
回
帰
的
な
改

憲
」
に
対
し
て
、
多
く
の
知
識
人
た
ち
（「
平
和
問
題
談
話
会
」
な
ど
）
や
総
評
な
ど
の
労
働
組
合
運
動
が
反

対
し
、
さ
ら
に
は
社
会
党
・
共
産
党
な
ど
の
社
会
主
義
を
標
榜
し
た
革
新
政
党
が
憲
法
擁
護
な
い
し
改
憲

阻
止
で
一
致
し
、
ま
た
、
憲
法
擁
護
と
同
様
の
意
味
を
持
っ
た
他
の
運
動
（
基
地
反
対
、
原
水
爆
禁
止
、
教
職

員
組
合
運
動
、
母
親
大
会
等
）
と
も
相
ま
っ
て
、
そ
う
し
た
運
動
の
高
揚
が
、
五
〇
年
代
改
憲
を
断
念
さ
せ
る

に
至
っ
た
（
渡
辺 2015: 42

）。

　

一
九
五
〇
年
代
前
半
は
「
改
憲
論
優
位
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
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三
月
調
査
「
軍
隊
を
持
つ
た
め
の
憲
法
改
正
」
賛
成
四
三
％
に
対
し
て
反
対
は
二
七
％
に
過
ぎ
な
い
。
新

聞
論
調
（
地
方
紙
も
含
む
）
で
も
「
改
憲
」
論
調
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
吉
田
茂
の
「
な
し
崩
し

再
軍
備
」
よ
り
明
文
改
憲
に
よ
る
「
堂
々
た
る
再
軍
備
」
を
支
持
す
る
層
が
当
時
は
多
か
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
（
境
家 2017: 72-102

）。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
を
く
り
返
し
た
く
な
い
、
あ
る
い
は
ま
た
あ
の
自
由
が
な
い

警
察
国
家
・
戦
争
国
家
に
戻
る
の
は
ま
っ
ぴ
ら
と
い
う
国
民
意
識
を
運
動
も
共
有
し
、
憲
法
が
そ
う
し
た

こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
非
戦
・
平
和
意
識
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
六
〇
年
安
保
反
対

運
動
を
頂
点
と
す
る
社
会
運
動
の
高
揚
の
影
響
も
あ
り
、
概
ね
世
論
は
少
な
く
と
も
本
格
的
な
軍
隊
を
持

つ
た
め
の
改
憲
に
は
消
極
的
と
な
る
（
渡
辺 2017: 97

）。
先
入
観
を
持
た
ず
に
公
正
・
客
観
的
な
見
地
か
ら

憲
法
意
識
な
い
し
憲
法
に
関
す
る
世
論
を
正
確
に
測
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
一
方
で
困
難
性
も
つ
き
ま
と

う
（
境
家 2017

）
が
、
理
論
と
運
動
が
世
論
に
そ
れ
な
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
は
言
い
う
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
政
治
・
権
力
者
の
憲
法
運
用
を
規
定
し
て
き
た
と
も
言
い
え

よ
う
（
和
田 1997

）。
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憲
法
９
条
の
「
制
約
」
と
「
平
和
国
家
」

　

政
府
（
内
閣
法
制
局
）
見
解
に
よ
れ
ば
、
憲
法
９
条
２
項
で
は
、
侵
略
・
自
衛
・
制
裁
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ

る
「
戦
力
」
の
保
持
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
国
家
に
は
固
有
の
自
衛
権
が
あ
る
の
で
、
そ
の
自
衛
権
を
実

効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、
戦
力
に
は
至
ら
な
い
「
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
の
実
力
（
自
衛
力
）」
の
保

持
ま
で
憲
法
は
禁
止
し
て
い
な
い
と
解
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、「
自
衛
力
論
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

ま
た
、
か
つ
て
は
、
自
衛
権
の
発
動
と
し
て
の
武
力
行
使
は
、（
一
）「
わ
が
国
に
対
す
る
急
迫
不
正
の

侵
害
が
あ
る
こ
と
」、（
二
）「
こ
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と
」、（
三
）「
必
要

最
小
限
度
の
実
力
行
使
に
と
ど
ま
る
べ
き
こ
と
」
の
三
つ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
し
て
き
た
（
旧

「
自
衛
権
行
使
の
三
要
件
」）。
こ
の
う
ち
、
第
一
の
要
件
は
、「
我
が
国
」
に
武
力
攻
撃
が
行
わ
れ
な
い
の
に
他

国
へ
の
武
力
攻
撃
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
以
て
実
力
行
使
を
行
う
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
違
憲
性
（「
個
別
自

衛
権
へ
の
限
定
」）
を
導
き
、
第
三
の
要
件
は
、「
個
別
的
自
衛
権
に
対
す
る
限
定
」
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
や

攻
撃
型
空
母
な
ど
攻
撃
的
兵
器
の
保
持
や
海
外
派
兵
の
違
憲
性
を
導
く
根
拠
と
な
っ
て
き
た
（
浦
田 2012: 

37-41

）。

　

自
衛
力
論
は
、
自
衛
隊
に
合
憲
の
お
墨
つ
き
を
与
え
る
べ
く
考
え
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
方
で
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
、
海
外
派
兵
を
違
憲
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
で
軍
事
化
の
ブ
レ
ー
キ
と
も
な
っ
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て
き
た
。

　

こ
こ
で
注
目
し
て
い
き
た
い
の
は
、
憲
法
９
条
の
下
で
は
、
自
衛
隊
自
体
の
違
憲
性
が
常
に
問
わ
れ
、

ま
た
そ
の
存
在
及
び
活
動
（
新
た
な
活
動
を
含
む
）
の
合
憲
性
の
立
証
責
任
が
常
に
政
府
に
課
さ
れ
る
（
違
憲

訴
訟
や
国
会
質
疑
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

政
府
は
、
自
衛
隊
は
軍
隊
・
違
憲
の
「
戦
力
」
で
は
な
い
こ
と
、
交
戦
権
な
ど
を
持
つ
「
普
通
の
国
」

の
「
軍
隊
」
で
は
な
い
こ
と
、
他
国
防
衛
や
海
外
で
の
武
力
行
使
を
行
う
た
め
の
軍
事
組
織
で
は
な
い
こ

と
を
常
に
立
証
し
続
け
な
い
と
い
け
な
い
。
通
常
の
国
家
で
あ
れ
ば
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
」
の
方
式
（
原
則
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
禁
止
す
る

も
の
だ
け
を
列
挙
す
る
方
式
）
で
活
動
を
行
う
の
に
対
し
て
、
自
衛
隊
は
、（
憲
法
に
そ
の
規
定
が
存
在
し
な
い
こ

と
、
む
し
ろ
戦
力
不
保
持
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
）「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
」
の
方
式
（
原
則
許
可
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
前
提
に
許
可
さ
れ
る
も
の
だ
け
を
列
挙
す
る
方
式
）
で
、
何
か
（
新
し
い
）
任
務
を
付
与
し
た
り
（
新
し
い
）
活

動
を
行
お
う
と
す
る
た
び
に
そ
の
都
度
（
新
た
な
）
任
務
や
活
動
の
合
法
性
・
正
当
性
を
立
証
し
続
け
ね
ば

な
ら
な
い
責
務
が
生
じ
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
憲
法
９
条
の
下
で
は
、
自
衛
隊
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
の
存
在
で
あ
り
、
常
に
政
府
に
合
憲
性
の
立
証
責
任
が
課
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
自
体
が

軍
事
化
・
軍
事
権
限
行
使
へ
の
重
大
な
歯
止
め
・
制
約
と
な
り
続
け
て
き
た
こ
と
に
格
別
の
注
目
を
し
て
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お
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
憲
法
９
条
の
下
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
や
海
外
派
兵
は
違
憲
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
た
と
え
武
力

行
使
そ
の
も
の
で
な
い
後
方
支
援
（
輸
送
・
補
給
等
）
で
あ
っ
た
と
し
て
も
他
国
の
武
力
行
使
と
一
体
と
な

る
よ
う
な
支
援
・
協
力
も
憲
法
違
反
と
な
る
と
し
て
き
た
（「
一
体
化
論
」）。
そ
の
た
め
、
自
衛
隊
の
後
方
支

援
も
、
戦
闘
の
現
場
（
戦
闘
地
域
）
で
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、「
後
方
地
域
」
や
「
非
戦
闘
地
域
」 

に
限
ら

れ
る
と
し
て
き
た
。

「
平
和
国
家
」
原
理
の
転
換
と
論
点

　

こ
う
し
た
点
に
関
し
て
近
年
、
戦
後
日
本
の
軍
事
化
へ
の
「
制
約
」
が
大
き
く
外
れ
か
ね
な
い
事
態
が

進
行
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
の
「
七
・
一
閣
議
決
定
」
に
よ
る
解
釈
変
更 

、
二
〇
一
五
年
の
安
保
法
制
の
制
定
に
よ
り
、

我
が
国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
な
く
て
も
、「
存
立
危
機
事
態
」（
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武

力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
お
よ
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か

ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事
態
）
の
場
合
に
は
、（
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
該
当
す
る
も
の
を
含
め
て
）
武
力
行

使
が
で
き
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
安
保
法
制
に
よ
り
、「
現
に
戦
闘
を
行
っ
て
い
る
現
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場
」
以
外
で
あ
れ
ば
、
米
軍
な
ど
を
他
国
軍
へ
の
支
援
（
弾
薬
の
提
供
、
発
信
直
前
の
航
空
機
の
給
油
も
含
む
）
を

可
能
と
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
の
安
倍
晋
三
首
相
の
提
案
（
９
条
１
・
２
項
を
そ
の
ま
ま
と
し
て
自
衛
隊
の

存
在
を
明
記
す
る
改
憲
案
の
提
起
）、
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
て
、
自
由
民
主
党
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
、「
改

憲
四
項
目
」
と
呼
ば
れ
る
「
素
案
」
を
公
表
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
八
年
三
月
二
三
日
朝
刊
四
面
）。 

そ
の

中
の
９
条
改
正
案
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
９
条
の
２　

前
条
の
規
定
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
及
び
国
民
の
安
全
を
保
つ
た
め

に
必
要
な
自
衛
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
ず
、
そ
の
た
め
の
実
力
組
織
と
し
て
、
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
の
首
長
た
る
内
閣
総
理
大
臣
を
最
高
の
指
揮
監
督
者
と
す
る
自
衛
隊
を
保
持
す
る
。

２　

自
衛
隊
の
行
動
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
の
承
認
そ
の
他
の
統
制
に
服
す
る
。」

　

憲
法
９
条
改
正
に
つ
い
て
は
、
仮
に
自
衛
隊
を
憲
法
に
規
定
す
る
程
度
の
も
の
に
収
ま
る
と
し
て
も
、

そ
れ
を
憲
法
的
に
認
知
す
れ
ば
、
日
本
社
会
・
憲
法
秩
序
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
こ
こ
で
は
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
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山
内
敏
弘
は
、
自
衛
隊
の
憲
法
的
認
知
を
行
え
ば
、
軍
事
的
公
共
性
・
軍
事
的
合
理
性
の
理
論
が
、
憲

法
的
公
共
性
を
持
ち
か
ね
ず
、
た
と
え
ば
、
①
安
保
法
制
の
合
憲
化
、
②
「
攻
撃
的
兵
器
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
、
長

距
離
戦
略
爆
撃
機
、
攻
撃
型
空
母
等
）」
の
保
有
の
合
憲
化
、
③
徴
兵
制
・
徴
用
制
の
合
憲
化
、
④
軍
事
権
限
の

民
主
的
統
制
の
空
洞
化
、
⑤
自
衛
官
の
軍
事
規
律
の
強
化
、
⑥
軍
事
機
密
の
横
行
、
⑦
自
衛
隊
の
た
め
の

強
制
的
な
土
地
収
用
、
⑧
自
衛
隊
基
地
訴
訟
へ
の
影
響
（
基
地
違
憲
訴
訟
の
み
な
ら
ず
騒
音
被
害
に
関
す
る
飛
行

差
止
請
求
・
損
害
賠
償
請
求
へ
の
影
響
）、
⑨
軍
事
費
の
増
大
、
⑩
産
軍
複
合
体
や
軍
学
共
同
体
の
形
成
な
ど
へ

つ
な
が
り
か
ね
な
い
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
山
内 2017

）。

　

そ
し
て
、
特
に
、
自
民
党
案
が
、「
必
要
な
自
衛
の
措
置
」
と
規
定
し
、「
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限

度
」
と
は
規
定
し
て
い
な
い
点
は
さ
ら
に
重
大
な
問
題
を
孕
む
。
こ
れ
で
は
限
定
的
ど
こ
ろ
か
フ
ル
ス
ペ
ッ

ク
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
も
合
憲
と
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
改
正
案
第
９
条
の
２
第
１

項
で
は
「
内
閣
の
首
長
た
る
内
閣
総
理
大
臣
を
最
高
の
指
揮
監
督
者
と
す
る
自
衛
隊
」
と
規
定
す
る
が
、

自
衛
隊
法
第
７
条
が
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
自
衛
隊
の
最
高
の
指
揮
監
督
権
を
有
す
る
」

と
い
う
の
と
は
異
な
り
、
内
閣
総
理
大
臣
が
内
閣
の
同
意
た
る
「
閣
議
」
を
経
な
い
で
自
衛
隊
の
「
統
帥
」

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
同
条
第
２
項
の
「
国
会
の
承
認
そ
の
他

の
統
制
に
服
す
る
」
と
い
う
規
定
で
は
、
法
律
の
規
定
し
だ
い
で
国
会
の
承
認
に
服
し
な
い
場
合
も
あ
り



第13章　「戦後の象徴」としての憲法９条　　　　　 

323

う
る
こ
と
と
も
な
り
、
内
閣
総
理
大
臣
が
、
国
会
や
内
閣
の
同
意
（
と
く
に
事
前
の
同
意
）
を
得
る
こ
と
な
く

独
断
で
戦
争
・
武
力
行
使
を
開
始
す
る
こ
と
が
可
能
と
も
読
め
る
案
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
は
重
要

な
論
点
と
な
ろ
う
（
山
内 2017

、
浦
田 2018

、
青
井 2018

）。

５　

あ
ら
た
め
て
戦
後
の
「
理
念
」
と
「
現
実
」
を
考
え
る

　

今
ま
さ
に
、「
戦
後
」
の
「
終
焉
」
と
言
う
よ
り
は
「
破
壊
」
が
進
行
し
て
い
る
。「
平
和
国
家
」・
非
戦

国
家
と
し
て
の
あ
り
方
が
転
換
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
分
水
嶺
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
考
え
た
い
の
は
、
憲
法
９
条
の
理
想
と
そ
れ
を
堅
持
し
実
現
し
よ
う
と
し
て
き
た
「
誇

り
」
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
、
戦
争
を
し
て
ひ
と
を
殺
す
の
が
「
普
通
の
国
」
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、

そ
の
普
通
を
変
え
る
と
い
う
発
想
こ
そ
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
最
後
に
、
理
念
と
現
実
を
め
ぐ
る
樋
口
陽
一
の
言
葉
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
理
念
と
現
実
の
間
の
緊
張
に
疲
れ
て
理
念
を
棄
て
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
理
念
と
現
実
の
開
き
を
目

の
前
に
し
て
な
お
理
念
を
語
る
こ
と
の
『
カ
ッ
コ
悪
さ
』
に
耐
え
な
が
ら
現
実
を
理
念
に
近
づ
け
よ

う
と
す
る
の
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
」（
樋
口 2013: 84
）
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